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北海道大学は

 
 

 北海道大学は、2019 年 7 月 10 日

に総長選考会議議長が「総長解任の申出」

を文部科学大臣に行なったことで、総長

不在の状態が長期化するという事態に

ある。北海道大学教職員組合はこの問題

に関し、大学が情報開示するよう申し入

れを 7 月 11 日、9 月 12 日の 2 度に

わたって行なったが、大学側からの回答

はない。10 月 24 日に行われた北海道

大学教職員組合との会見で総長職務代

は、この問題について「総長選考会議に

権限と責任がある」「文部科学省で手続

き中なので今の時期に説明するのは適

切でないと総長選考会議議長が判断し

ている」と説明した。 

 

今後、文部科学大臣がどのような判断

を下すのかは全くわからない。しかし、

いかなる判断がなされようとも、北海道

大学の総長選考会議が調査に基づき総

長が解任に値すると判断したことは事

実である。その内容を、事実経過を含め

て一切公表しない姿勢は、「隠蔽体質」と

の指摘を免れ得ない。北海道大学教職員

組合は改めて北海道大学に対し「総長解

任の申出」の根拠となった事実および解

任申出に至る経過を可能な限り詳細に

明らかにすることを要求する。北大構成

員は、明らかになった事実に基づき、総

長解任の是非および今後の北大の在り

方を議論する必要がある。 

 

北海道大学の「総長解任の申出」に関

わる情報開示は、学生を含む大学構成員

に対する大学の責務であるだけでなく、

財政的負担をしている国民に対する説

明責任である。私たちは、北海道大学が

「総長解任の申出」に関して説明責任を

果たし、一刻も早く大学運営を正常化す

るために努力することを求める。 
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去る 10 月 24 日に組合は総長職務代

理との会見を行ないました。大学側の出席

者は笠原総長職務代理（以下、職務代理）、

関事務局長、関崎総務企画部長、水口人事

課長、小澤厚生労務室長、組合からは山形

委員長、日下副委員長、山口書記次長、瀬

名波前委員長、書記長の戸田が出席しまし

た。 

 働く環境に関して、「誰もが働きやすく、

働きがいのある北大」を作るポイントはと

の問いに対しては、「構成員が働きやすい

環境の整備が重要」「適切な賃金の支払い

は最低限必要」（職務代理）とのことでし

た。 

10 月 26・27 日実施予定の金葉祭
こんようさい

が

脅迫により中止となったこと、また、法学

部の教員が中国で拘束されたことについ

ても言及があり、後者については「外交問

題なので、外務省を通じて動いている」（職

務代理）とのことでした。 

 非正規雇用職員の雇用期限に関しては、

団体交渉での継続交渉事項だと確認した

上で、事務局長が「基本的に今の取り扱い

を変更する予定はない」と発言しました。

これに対して組合委員長は「少なくとも運

営費交付金での雇用については考慮があ

るべきではないか」と応答しました。なお、

組合がかねて求めてきた非正規雇用関連

のヒアリングについては、追って団体交渉

の際に結果を説明する旨、厚生労務室との

やりとりの中で大学側から回答がありま

した。 

 ハラスメント問題に関しては「相談室の

相談員を今の2名から4名に増員の予定」

「既に弁護士にも加わってもらっている」

（職務代理）とのことでした。アイヌの遺

骨問題については、組合委員長がアイヌの

方々との和解の重要性を指摘し、職務代理

は「わかりました」と答えました。 

 総長解任問題については、大学による情

報開示が極めて消極的で、情報開示請求に

も黒塗りでの回答だと組合側が批判した

のに対して、大学側は「総長選考会議に権

限と責任があり、同会議の石山議長は今の

時期の説明は適切でないとの考えなので、

説明が限定的になっている」（職務代理）、

「開示請求に関しては大学としての手続

きで判断した」（事務局長）との答えにと

どまりました。     （文責・戸田）

《当面する行事等》 

11/12  「同一労働同一賃金」市民講座 18:30～かでる 2.7 730 研修室 

11/18 過労死防止シンポジウム 13:30～ホテルポールスター札幌 

11/19 戦争させない総がかり行動 18:00～大通西 3 丁目 

11/30 道労連結成 30 周年記念シンポジウム 14:00～ レセプション 18:00～札幌サンプラザ 

12/01  道春闘共闘会議・2020 春闘討論集会 9:00～TKP 札幌カンファレンスセンター6A 

 


